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要旨
本アプリケーションノートでは、RX630 グループのマルチファンクションタイマパルスユニット2 (MTU)

の位相計数モードの動作について説明します。

対象デバイス
RX630 グループ
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1. 概要
外部から入力した 2本のパルス (A相とB相 )の位相差によってカウンタをアップ /ダウンさせるモードで

す。2相エンコーダパルスなどを入力して使用します。

このモードに設定すると、TCR.TPSC[2:0]ビットの設定にかかわらず、外部から入力したパルスがカウン

トソースになります。また、TCR.CKEG[1:0] ビットの設定にかかわらず、入力パルスの位相差によりアッ

プ / ダウンカウントします。ただし、TCR.CCLR[2:0] ビット、TIOR、TIER、TGR レジスタへの設定は有効

なので、インプットキャプチャ /アウトプットコンペア機能や割り込み機能は使用できます。

TSR.TCFDビットを読むと、カウンタがアップカウントしているかダウンカウントしているかを確認する

ことができます。

表 1.1にこのモードを使用できるチャネルと端子を示します。

表 1.1 位相計数モードで使用するチャネルと入力端子

チャネル
入力端子

A相 B相

MTU1 MTCLKA MTCLKB

MTU2 MTCLKC MTCLKD
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2. 位相計数モードの種類
このモードには位相計数モード 1~4の 4種類があり、それぞれアップ /ダウンカウントする条件が異なり

ます。

図 2.1 に位相計数モードの種類と、それぞれに対応した入力パルスのパターンを示します。また、表 2.1

にアップ /ダウンカウントする条件を示します。

図 2.1 位相計数モードの種類

表 2.1 位相計数モードのカウント条件

A相 B相
位相計数モード

1 2 3 4

High

アップカウント
カウントしない カウントしない

アップカウント
Low

Low
カウントしない

High アップカウント アップカウント

High

ダウンカウント
カウントしない

ダウンカウント
ダウンカウント

Low

カウントしないHigh
カウントしない

Low ダウンカウント

A相

B相

カウンタ値

時間

位相計数モード1

A相

B相

A相

B相

A相

B相

位相計数モード2

位相計数モード3

位相計数モード4

アップカウント
ダウンカウント

0000h
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3. 位相計数モードの設定手順例
位相計数モードの設定手順例を図 3.1に示します。

図 3.1 位相計数モードの設定手順例

4. 割り込み
位相計数モードでは、MTUn.TIER.TCIEV ビット (n=1,2) が “1” のとき、カウンタがオーバフローすると

TCIV割り込み要求が発生します。また、MTUn.TIER.TCIEUビットが“1”のとき、カウンタがアンダフロー

するとTCIU割り込み要求が発生します。

位相計数モードの設定

位相計数モード

[1] TMDR.MD[3:0]ビットで位相計数 。モードを選択してください 

[2] TSTR.CST1ビットまたはTSTR.CST2ビットを“1”にしてカウンタを動作

。させてください カウンタ動作開始

終了
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5. 位相計数モードの応用例
サーボモータの2相エンコーダパルスを入力し、速度と位置を計測する例を図 5.1に示します。

この例では、MTU1を位相計数モード 1に設定し、MTCLKA、MTCLKC端子にエンコーダパルスのA相

とB相を入力します。

MTU0.TGRAレジスタには速度制御周期を、MTU0.TGRCレジスタには位置制御周期を設定します。こう

してMTU1.TCNTレジスタの値を周期ごとに取得し、サーボモータ1回転あたりのカウント数と比較するこ

とで、速度と位置を計測することができます。

2相エンコーダパルスの両エッジをインプットキャプチャの要因としてMTU0.TCNTレジスタの値を取得

し、MTU0.TGRB レジスタに格納します。MTU0.TGRDレジスタはそのバッファレジスタとして使用し、そ

れらのレジスタ値の差分を算出することで、2相エンコーダパルスの幅を計測することができます。

図 5.1 位相計数モードの応用例

TCNTレジスタ
MTCLKA

TGRAレジスタ

速度周期キャプチャ

TGRBレジスタ

位置周期キャプチャ

エッジ

検出回路

TCNTレジスタ

TGRAレジスタ

速度制御周期

TGRCレジスタ

位置制御周期

TGRBレジスタ

パルス幅キャプチャ

TGRDレジスタ

バッファ動作

比較

比較

カウンタクリア

MTCLKB

MTU0

MTU1

インプット

キャプチャ

インプット

キャプチャ

インプット

キャプチャ
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6. 参考ドキュメント
ユーザーズマニュアル：ハードウェア

RX630 グループ  ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.20

(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルアップデート

(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com

お問合せ先
http://japan.renesas.com/contact/
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すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。



製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 
CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 
電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 
外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 
同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 
アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 
4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 
リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 
5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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